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革新的低消費電力型インタラクティブシートディスプレイ技術開発

プロジェクトの概要

１．事業の位置付け・必要性 （NEDO）

２．研究開発マネジメント （NEDO）

３．研究開発成果 （JDI）

４．成果の実用化・事業化に向けての取り組み及び見通し （JDI）



０．はじめに

本事業は、当初、平成25年度～平成29年度の5年間での実施として計画された
ものを、平成25年度～平成27年度の3年間に短縮実施したものです。
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製造技術確立
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変更後

期間
短縮
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革新的低消費電力型インタラクティブシートディスプレイ技術開発

プロジェクトの概要

１．事業の位置付け・必要性 （NEDO）

２．研究開発マネジメント （NEDO）

３．研究開発成果 （JDI）

４．成果の実用化・事業化に向けての取り組み及び見通し （JDI）



１．事業の位置付け・必要性
（１）事業の目的の妥当性 事業実施の背景と事業の目的

事業の目的

省電力化による排出CO2の抑制

⇒高い効率が期待される自発光型の有機ELの発光効率向上

中小型ディスプレイの高精細で、操作性や寿命等の基本性能は維持しつつ、低コスト化を実現

⇒樹脂型シート基板による軽量・薄型でわれにくい中小型ディスプレイの低コスト化技術

社会的背景

平均的な家庭での電力消費量の10％はテレビが占める上、進行しつつあるスマートフォンやタブレットＰＣ
の爆発的な普及により世界における総消費電力は膨大になることが予想され、ディスプレイの消費電力削
減は世界的に重要な課題である。

スマートフォンやタブレットＰＣに代表される中小型ディスプレイの市場は約３兆円であり、平成３０年には倍
の約６兆円にまで成長することが予測されている。
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１．事業の位置付け・必要性
（１）事業の目的の妥当性
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Ⅰ．クリーンで経済的なエネルギーシステ
ムの実現
（４） 革新的デバイスの開発による効率的
エネルギー利用

平成25年6月7日 閣議決定
科学技術イノベーション総合戦略
～新次元日本創造への挑戦～

この取組では、モーターや情報機器等の消費電力を大幅に低減する超
低消費電力パワーデバイス（SiC、GaN等）、超低消費電力照明、超低消
費電力ＬＳＩ（三次元半導体、不揮発素子等）、光デバイス、ディスプレイ技
術等の研究開発及びシステム化を推進し、電力の有効利用技術の高度
化を図るとともに、当該技術の運輸・産業・民生部門機器へ
の適用を拡大することで、エネルギー消費量の大幅削減に寄与する。こ
の取組により、革新的デバイスを用いた製品による新市場の創出及び我
が国の国際競争力強化を図るとともに、エネルギーの効率的な利用と国
際展開をねらう先端技術を有する社会を実現する。

政策的位置付け

平成21年12月30日閣議決定「新成長戦略（基本方針）～輝きのある日本へ～」
平成22年6月18日閣議決定「新成長戦略～「元気な日本」復活のシナリオ～」
エネルギー利用の高効率化及びスマート化 「情報通信システムの低消費電力化」



１．事業の位置付け・必要性
（１）事業の目的の妥当性 技術戦略上の位置付け
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平成２５年３月
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 第３期中期計画 （平成25～29年度）

（ⅵ）電子・情報通信分野
電子・情報通信産業では、半導体・ディスプレイ等のデバイス技術の進展、高速ネットワークの普及等により、スマー
トフォン、タブレットなど携帯機器とそれらを用いたアプリケーションが広がっている。同時に、クラウドの普及によりビッ
グデータの活用の可能性が高まっており、従来の情報技術（ＩＴ）の枠を超えた他の産業との融合による新たなビジネ
ス創造が期待されている。
他方で、新興国の企業の台頭や投資の大規模化により、世界的に競争環境が一段と激化しており、さらに、ＩＴ化の
進展を通じた情報処理量の増大によるエネルギー需要の増大も引き続き重要な課題となっている。
第３期中期目標期間中では、このような技術革新のスピード、ビジネス環境の変化等を踏まえつつ、我が国経済・社
会の基盤としての電子・情報通信産業の発展を促進するため、電子デバイス、家電、ネットワーク／コンピューティン
グに関する課題について、重点的に取り組むこととし、以下の技術開発を推進する。

(b)家電（ディスプレイ、有機トランジスタ、照明等）
ディスプレイ分野では、今後もスマートフォン、タブレット等中小型ディスプレイの市場拡大が予想されることから、従
来の液晶ディスプレイよりも消費電力が１/２以下かつ重量が１/２以下で、さらに入力やセンシング機能も兼ね備え
たインタラクティブな有機ＥＬディスプレイ等の開発を進める。

１．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置
（１）技術開発マネジメント関連業務
（ク）技術分野ごとの計画



国内外の研究開発の動向と比較１．事業の位置付け・必要性
（１）事業の目的の妥当性

H25年プロジェクト開始時には、日本・韓国の競争状況であった。
現状では、日本、韓国と中国との3強による競争状況である。
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ディスプレイ技術開発において、我が国は第一線の研究者を多く抱え、各企業においても
積極的に技術開発を推進しており強みを有する分野である。

このうち、本事業の対象である「中小型有機ELディスプレイ」に関する技術開発は、実施的
には、日本：シャープ、JDIの２社での技術開発のアクティビティが高く、世界では、韓国の
サムソン、LGが強く、厳しい競争状況にある。



１．事業の位置付け・必要性
（2）NEDOの事業としての妥当性 NEDOが関与する意義

中小型ディスプレイ用途としての超低消費電力型シートインタラクティブディスプレイ技術の開発は、

○ 社会的必要性：大、国家的課題

省エネ化は電力事業が逼迫している日本においては今後解決しないといけない課題である

○ ディスプレイ産業の競争力強化に貢献

ディスプレイ産業は、日本において重要な産業の一つであり、技術力向上による低消費電力化・イ

ンタラクティブ化・高付加価値化が世界市場を取る上で重要である

○ 研究開発の難易度：高

従来のディスプレイの単なる延長ではない超低消費電力型シートインタラクティブディスプレイ技術

については基盤技術を確立する必要がある

ＮＥＤＯがもつこれまでの知識、実績を活かして推進すべき事業
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実施の効果（費用対効果） H25年開始時１．事業の位置付け・必要性
（2）NEDOの事業としての妥当性

革新的低消費電力型インタラクティブシートディスプレイ技術開発
プロジェクト費用の総額 49.3億円

内NEDO負担分 24.65億円（1/2助成）

平成30年売上 約6兆円

有機ELディスプレイの予想シェアは34%

日本のシェアは約半数（日韓で拮抗）

売上は、平成30年年間売上額1兆円
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平成30年
688.4億ドル
6.2兆円

平成24年
339.2億ドル
3.1兆円

第24回ディスプレイサーチフォーラム（平成25年1月開催）をもとに作成

売上予測(平成30年)

年間売上額

10000億円



実施の効果（費用対効果） CO2削減効果１．事業の位置付け・必要性
（2）NEDOの事業としての妥当性
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CO2削減効果（平成32年） 330万トン/年

【平成32年】
○中小型ディスプレイ稼働台数総計 約96億台
○従来技術での中小型ディスプレイの平均消費電力量 7.2kWh 
○消費電力半減、消費電力量は 3.6kWh
○平成32年でのシートディスプレイシェアを34％、このうちプロジェクトシェアを50％と予想
⇒（7.2kWh－3.6kWh）×96億台×34％×50％＝約58.8億kWh → 約330万ｔ ＣＯ2／年

(0.000559 t CO2／kWhでCO2換算)

参考

StatCounter Global Statsのデータから作成
http://gs.statcounter.com
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革新的低消費電力型インタラクティブシートディスプレイ技術開発

プロジェクトの概要

１．事業の位置付け・必要性 （NEDO）

２．研究開発マネジメント （NEDO）

３．研究開発成果 （JDI）

４．成果の実用化・事業化に向けての取り組み及び見通し （JDI）



事業の目標
２．研究開発マネジメント
（１）研究開発目標の妥当性
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樹脂等のシート基板を用いた
軽量・薄型、割れにくい、
３００ppi以上の
中小型有機ＥＬシートディスプレ
イの製造技術を開発する。

材料特性や光取り出し効率等
の改善を行い、中小型ＬＣＤと
同等の消費電力（平成２４年度
中小型ＬＣＤモジュール比）を実
現する。

タッチパネル等のインタラクティ
ブ機能がディスプレイパネルに
組み込むための基礎開発を実
施する。

平成２７年度目標

革新的低消費電力型 インタラクティブ シートディスプレイ技術開発

樹脂等のシート基板を用いた
軽量・薄型、割れにくい、
４００ppi以上
輝度半減寿命３万時間以上
LCDモジュールを下回るコスト
中小型有機ＥＬシートディスプレ
イの製造技術を開発する。

中小型ＬＣＤモジュールの１／２
以下の消費電力（平成２４年度
中小型ＬＣＤモジュール比）を実
現する。

タッチパネル等のインタラクティ
ブ機能がディスプレイパネルに
組み込まれているディスプレイ
パネルに組み込まれている。

【参考】
平成２９年度目標

研究開発計画

① シート化 ③ 高精細化②低消費電力化 ④低コスト化
⑤ インタラクティブ
機能



研究開発目標と根拠

研究開発項目 研究開発目標 根拠

① シート化開発
・大型基板対応技術開発完了
・シートディスプレイ用CF開発完了
・量産対応プロセス技術開発完了

ガラス基板による製造をベースに
シート基板製造を行うための主要
プロセスを選定

② 低消費電力化開発 ・光取り出し効率1.4倍
消費電力目標と技術トレンドに基
づき設定

③ 高精細化開発
・≧300ppi化技術開発完了
・低抵抗配線材適用アレイプロセス技術開発完了

技術・市場トレンドから推定

④ 低コスト化開発
・有機EL成膜基板クリーニング技術開発完了
・新基板剥離技術開発完了

━

⑤ インタラクティブ機能開発 ・シート用タッチパネルシステム開発 新UI機能開発の必要

２．研究開発マネジメント
（１）研究開発目標の妥当性
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２．研究開発マネジメント
（２）研究開発計画の妥当性

研究開発のスケジュール
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項目 平成25年度 平成26年度 平成27年度

マイルストーン

① シート化開発

② 低消費電力化開発

③ 高精細化開発

④ 低コスト化開発

⑤ インタラクティブ機能開発

精細度：300ppi
消費電力：液晶同等
曲面 R<100mm
インタラクティブ

シミュレーションによる
原理検証

歩留り向上基礎開発
フィルム剥離基礎検討

発光効率基礎開発
光取出し基礎開発

シート製造プロセス開発
基板材料基礎開発

高精細貼合基礎開発
低抵抗配線材基礎開発
色視野角改善基礎開発

基本方式検討

基本方式検討

基本方式検討

基本方式検討

基本方式検討

シート製造プロセス確立
基板材料プロセス開発

発光効率技術開発
光取出し技術開発

高精細貼合技術開発
低抵抗配線技術開発
色視野角改善技術開発

歩留り改善技術開発
フィルム剥離技術開発

インタラクティブ機能
組込基礎開発



プロジェクト費用

◆費用 （単位：百万円）

平成25年度 平成26年度 平成27年度 合計

助成対象費用総額 312 1,906  2,711  4,930

助成額 （助成率 1/2） 156 953 1,356 2,465

２．研究開発マネジメント
（２）研究開発計画の妥当性
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２．研究開発マネジメント
（３）研究開発の実施体制の妥当性

NEDO

株式会社JOLED

リーダー：田窪 米治
研究実施場所：
厚木技術開発センター（神奈川県厚木市）
京都技術開発センター（京都府京都市）

研究開発項目：
シート化開発/バリア構造
低コスト化開発/フィルム貼り剥がし

東レ株式会社

リーダー：
西山 雅仁（平成27年1月～平成28年3月）
吉岡 正裕（平成26年3月～平成27年1月）
研究実施場所：
滋賀事業場（滋賀県大津市）

研究開発項目：
シート化開発/

高耐熱フィルム・カラーフィルタ

共同研究（H27年4月～）共同研究（H26年3月～）

株式会社ジャパンディスプレイ
開発責任者
瀧本 昭雄（平成27年10月～平成28年3月）
大島 弘之（平成26年11月～平成27年9月）
田窪 米治（平成25年8月～平成26年10月）
研究実施場所：
茂原工場（千葉県茂原市）
石川工場（石川県能美郡）

研究開発項目：
① シート化開発
② 低消費電力化開発
③ 高精細化開発
④ 低コスト化開発
⑤ インタラクティブ機能開発

助成（NEDO負担率 1/2以下）
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研究開発体制



年度 報告会開催 見直し

平成25

年度

交付決定：平成25年8月19日
平成26年2月3日報告会（JDI茂原工場）

平成26年２月14日：共同研究先の追加
材料についての共同研究開始（東レ）

平成26

年度

平成26年7月25日報告会（JDI茂原工場）
平成26年12月5日報告会（JDI石川工場）
平成27年3月19日報告会（NEDO川崎）

平成27年2月27日：助成期間の短縮
高精細度の目標達成 （423ppi）
その他の指標基盤技術に目途
⇒平成28年度以降を独自開発
平成27年3月5日共同研究先の追加

JOLEDとの技術共有による効率化

平成27

年度

平成27年9月4日報告会（JDI石川工場）
平成27年12月10日報告会（JDI石川工場）
平成28年3月7日報告会（NEDO川崎）

２．研究開発マネジメント
（４）研究開発の進捗管理の妥当性 研究開発の進捗管理

定期的な報告会を3年間に7回実施し、達成度をチェックし、計画や体制の見直しを実施
１．共同研究追加
東レ株式会社：耐熱基材及びカラーフィルタの開発（材料設計・材料開発等）
株式会社JOLED：シートディスプレイの低コスト化や耐環境性能改善

２．期間短縮
平成２７年度末まで要素開発を継続し、事業化検証を行う事で、
平成２８年度以降は事業化に必要な目標値に事業者独自開発のみで到達可能

17



動向・情勢の把握と対応

情勢 対応

シート型中小型ディスプレイの
新たな利用形態への期待と
新規市場の萌芽

ディスプレイの将来像についての調査を実施
ディスプレイ技術のロードマップとして公開

航空業界の搭載についてのヒアリングを実施
実施事業者へフィードバック、新用途検討を実施

住宅設備についてのヒアリングを実施
実施事業者と住宅設備事業者と新用途検討を継続
実施中

２．研究開発マネジメント
（４）研究開発の進捗管理の妥当性
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シート型中小型ディスプレイの新用途についての積極展開を図るため、事業者ヒアリン
グを随時実施した。



平成28年11月30日

革新的低消費電力型インタラクティブシー

トディスプレイ技術開発（事後評価）

(株)ジャパンディスプレイ

（平成25年度～平成27年度 3年間）

次世代研究センター

プロジェクトの概要 （公開）
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革新的低消費電力型インタラクティブシートディスプレイ技術開発

プロジェクトの概要

１．事業の位置付け・必要性 （NEDO）

２．研究開発マネジメント （NEDO）

３．研究開発成果 （JDI）

４．成果の実用化・事業化に向けての取り組み及び見通し （JDI）



３．研究開発成果
（１）研究開発目標の達成度及び研究開発成果の意義
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研究開発項目毎の目標と達成状況

研究開発項目 目標 成果
達
成
度

今後の課題
と

解決方針

①シート化開発

• 大型基板 (G4.5以上) 対応技術
開発完了

• G4.5対応プロセス技術の検証、
ライン構築完了

○
• G6対応
ライン構築

• 歩留向上

• シートディスプレイ用CF開発完了
(高品位パネル完成)

• 高品位の試作品完成、デモ品適用完了

• 量産対応設備、プロセス技術開発完了
(信頼性確認)

• 85℃85%500Hで(DS)ダークスポット
発生無

• LTPS/TAOS方式選定 • LTPS選定、低温プロセス確立

②低消費電力化
開発

• 光取り出し効率1.4倍 • 光取り出し効率1.5 倍 ○ • 歩留向上

③高精細化開発

• ≧300ppi化技術開発 • 423ppi (5.2”FHD)試作品完成

◎• 低抵抗配線材適用アレイプロセス技術開
発

• 技術開発完了

④低コスト化開発
• 有機EL成膜基板クリーニング技術開発 • 異物対策実施。効果検証完了

○ • 歩留向上

• 新基板剥離技術開発 • 剥離技術確立

⑤インタラクティブ
機能開発

• シート用タッチパネルシステム開発 • 曲面シート状態での動作確認 ○ • インセル化

◎ 大きく上回って達成、○達成、△達成見込み、 ☓未達

 助成プログラムにおいて以下５テーマについて技術開発を実施し、目標を達成した



(H26/10/29~10/31)
5.2”FHD

大型化(G4.5Q)
高精細化

大型化(G4.5F)
アプリケーション

提案

(H27/2/12~13)5.2”FHD

Projection

手帳

バングル(TP付)

基板サイズ (H27/10/7~10)5.2”FHD

(H28/1/22)5.2”FHD
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基板サイズを大型化し、生産技術の開発を進めた。
G4.5基板で高精細・高画質の低消費電力型
インタラクティブシートディスプレイを完成させた。

これらの試作品を用いて、アプリケーション探索を継続中。

３．研究開発成果
（１）研究開発目標の達成度及び研究開発成果の意義 成果まとめ



３．研究開発成果
（２）成果の普及
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平成25
年度

平成26
年度

平成27
年度

計

展示会への出展 0 3 4 7

※平成28年度11月21日現在

番
号

所属 タイトル 出展年月

1 (株)ジャパンディスプレイ CEATEC JAPAN 2014 平成26年10月7日~11日

2 (株)ジャパンディスプレイ DisplayInnovation2014 平成26年10月29日～31日

3 (株)ジャパンディスプレイ NEDO Forum 平成27年2月12日~13日

4 (株)ジャパンディスプレイ SID DISPLAY WEEK 2015 Exhibition 平成27年6月2日～4日

5 (株)ジャパンディスプレイ CEATEC JAPAN 2015 平成27年10月7日~10日

6 (株)ジャパンディスプレイ JDI技術展 平成28年1月22日

7 (株)ジャパンディスプレイ SID DISPLAY WEEK 2016 Exhibition 平成28年5月24日～26日

展示会出展状況



３．研究開発成果
（２）成果の普及
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展示会出展状況

平成26年10月7日~11日
CEATEC2014
薄型・軽量・割れにくい高精細な
シートディスプレイを実現

平成27年2月12日~13日
NEDOForum

平成27年6月2日～4日
SID DISPLAY WEEK 2015 Exhibition

平成26年10月29日～31日
DisplayInnovation2014

平成27年10月7日~10日
CEATEC JAPAN 2015

平成28年1月22日
JDI技術展
平成28年5月24日～26日
SID DISPLAY WEEK 2016 Exhibition 

自由に曲げられるOLEDパネル

システム手帳 曲面ディスプレイ

タッチパネル付の
曲面ディスプレイを実現

シートディスプレイ初展示



３．研究開発成果
（３）知的財産権等の確保に向けた取り組み
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会社名
平成25
年度

平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

合計

JDI 0 18 24 13 55

東レ 0 3 2 0 5

合計件数 0 21 26 13 60

特許出願状況

 NEDO助成プログラム内で出願した特許は60件。
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革新的低消費電力型インタラクティブシートディスプレイ技術開発

プロジェクトの概要

１．事業の位置付け・必要性 （NEDO）

２．研究開発マネジメント （NEDO）

３．研究開発成果 （JDI）

４．成果の実用化・事業化に向けての取り組み及び見通し （JDI）



４．成果の実用化・事業化に向けた取り組み及び見通し
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OLEDの可能性
OLEDの新機能による

新たな市場創造の可能性

Mobility

【基本性能の可能性】

低電力、高演色性、

薄型、デザイン性

【生産性革新の可能性】

Roll to Rollディスプレイ

TransparencyBendable Flexible 

wearable 

実用化・事業化に向けた戦略

 OLEDは、自発光ディスプレイとしての特徴を生かすことで既存分野に加え、複数分野で、
新たな兆円規模の市場を創出しうる可能性がある。

JDIは長期的な柱となる分野の拡大に向けOLEDへの取り組みを加速する。



精細度、パネルサイズはLCD製品レベルをキャッチアップ。デザイン性、薄さでの差別化を
図る
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画面サイズ5”                       10”                         15”                        20”                                          40”

700

600

500

400

100

パ
ネ

ル
精

細
度

（
p
p
i）

300

200

8k

8k

4k

LTPS LCD

a-Si LCD

OLED 

OLED

デザイン性、薄さで
LCDと差別化

４．成果の実用化・事業化に向けた取り組み及び見通し 実用化・事業化に向けた戦略



４．成果の実用化・事業化に向けての取り組み及び見通し
（２）成果の実用化・事業化に向けた具体的取り組み
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■■

■

■

■

■■

■
■

（G4.5）OLED パイロットライン

石川工場内ライン

茂原工場にG6設備を導入し、事業化に向けた技術開発を実施中。

実用化・事業化に向けた戦略

パイロットライン設備

茂原工場内 G6ライン
量産技術開発
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Item/Schedule H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

マスター

助成期間

技術開発

●設備投資
大型化

検証

４．成果の実用化・事業化に向けての取り組み及び見通し
（２）成果の実用化・事業化に向けた具体的取り組み

量産

平成28年度より量産パイロットラインを稼働し、平成30年度からの量産を目指す。

実用化・事業化に向けた戦略

量産準備
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次世代材料の早期取り込みEL材料

高耐熱PI材料開発、他

装置

シート搬送、バリア・封止技術構造・プロセス

JDI
Sheet Display

基板材料

４．成果の実用化・事業化に向けての取り組み及び見通し
（３）成果の実用化・事業化の見通し 競争優位に向けて

 シートディスプレイに関するアライアンス強化により開発を加速中。

九大COI、他

東レ、他

装置メーカー

JOLED、他

装置、設備開発、他

赤字：NEDO助成プログラム対象
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４．成果の実用化・事業化に向けての取り組み及び見通し
（３）成果の実用化・事業化の見通し 波及効果

 ディスプレイ産業は部品、材料、設備から最終製品まで広範囲にまたがり、
約15兆円/年の市場が期待できる。

有機材料
(EL, シート材料)

無機、金属材料
(ガラス、ターゲット等）

IoT

製造装置

医療 インフラ

プラント

スマートデバイス

半導体
部品

(コネクタ, FPC, 偏光板
等)

モビリティー 教育

ディスプレイメーカ

http://www.pd4pic.com/html/terms.html

http://www.pd4pic.com/html/terms.html

